
 
 

 



 
 

 

 

 

 



 
 



 
 

 



 
 



 
 

 

 

 



 



 
 

 

 



 
 

 

 



 

 

５ 府中市地球温暖化対策地域推進計画 

(１) 計画の背景と目的・位置づけ等 

ア 策定の背景 

地球温暖化に起因すると考えられる「集中豪雨の発生など気候変動に伴う異常気象の頻発」、

「熱中症などの健康被害の増加」などの影響が現れており、今後、気温の上昇とともに加速する恐

れがあります。 

このことから、地球環境を良好な状態に維持するためには、地球温暖化をくい止めることが緊急

の課題となっています。 

イ 計画策定の意義 

市では、市民・事業者・行政が一体となって地球温暖化対策に取り組み、温室効果ガス排出量

を抑制します。 

ウ 計画の目的及び位置づけ 

「地球温暖化対策の推進に関する法律」では、都道府県並びに指定都市、中核市及び特例市

に対し、「地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策）」の策定を義務付けています。 

市では、実行計画（区域施策）の策定義務はないものの、地球温暖化対策を確実に遂行してい

くために、自主的に計画を策定することとしました。 

エ 中間見直し 

平成２８年度に、策定から５年が経過したことから、本計画における目標の到達状況や施策・事

業の進捗状況を把握・検証するとともに、社会経済の変化やエネルギー構成の変化、地球温暖

化対策に関連する国内外の動向を踏まえ、より効果的な施策・事業を展開するため、本計画の見

直しを行い、基準年度や計画期間、目標値等の変更を行いました。 

オ 計画の対象 

（ア） 計画期間 

計画の期間は、平成２３（２０１１）年度から平成３４（２０２２）年度までとします。 

（イ） 対象とする温室効果ガス 

地球温暖化対策の推進に関する法律で規定される温室効果ガスは、二酸化炭素、メタン、

一酸化二窒素、ハイドロフルオロカーボン、パーフルオロカーボン、六ふっ化硫黄及び三ふっ化

窒素の７種類ですが、本市における温室効果ガスの排出量の９５パーセントを二酸化炭素が占

めることから、本計画の目標対象は二酸化炭素排出量とし、基準年は、平成２５（２０１３）年度

とします。 

※基準年とは、温室効果ガスの削減目標を設定する際の基準となる年のことです。 

(２) 基本方針 

ア 府中市で暮らし働く「みんな」で地球温暖化対策に取り組みます。 

各自が自身の役割を十分に自覚するとともに、各主体間の協力・支援体制を確立し、より大き

な地域力を発揮し、地球温暖化対策に取り組みます。 

イ 再生可能エネルギーの導入および省エネ機器等の普及を促進します。 

再生可能エネルギーの導入、および省エネ機器等の活用は、持続可能性と快適さを両立する

ための有効な取組です。 
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